
作成日

変更日

（１）基礎情報

ア．対象地域

人口 面積 山村 過疎

イ．計画期間

※目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直すものとする。

地域総面積（㎢）

地域内総人口（人）

　　構成市町村に一部事務組合等が含まれている場合、当該組合の状況

組合名称
（設立（予定）年月日）

計画期間※

人吉球磨広域行政組合（平成元年10月1日設立）

5年

組合を構成する市町村

組合設立に関する、
今後の見通し

開始年月日

終了年月日

人吉市、錦町、多良木町、湯前町、水上村、相良村、五木村、山江村、球磨
村、あさぎり町

令和7年4月1日

令和12年3月31日

人吉球磨地域循環型社会形成推進地域計画

地域の要件がその他の場合
は

具体的に記載

構成市町村等（作成者）
名

令和6年11月29日

令和8年3月3日（変更報告）

人吉市（全部過疎）、多良木町（全部過疎、一部山村）、湯前町（全部過
疎）、水上村（全部過疎、全部山村）、相良村（全部過疎、一部山村）、五木
村（全部過疎、全部山村）、山江村（全部過疎、全部山村）、球磨村（全部過
疎、全部山村）、あさぎり町（全部過疎、一部山村）

人吉市、錦町、多良木町、湯前町、水上村、相良村、五木村、山江村、球磨
村、あさぎり町、人吉球磨広域行政組合

1,536.41

79,111

１　計画の基本的な事項

地域の要件

離島、豪雪、山村、半島、
過疎地域に該当がある市町

村名

- 1 -



（２）対象地域における取組みに関する事項

ア．ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況

イ．プラスチック資源の分別収集及び再商品化に係る実施内容

実施地域

実施年度

実施方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

予定地域

予定年度

予定方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

　本地域は、熊本県が平成11年３月に策定した「熊本県一般廃棄物処理広域化計画」において設定され
た地域割（人吉・球磨地区）に従い、地域内に１つのごみ処理施設（人吉球磨クリーンプラザ）として
最大限の広域化・集約化を達成している。
　人吉球磨地域は他の地域との間に山地で囲まれている盆地で、災害時に道が分断し孤立する可能性が
あるため、更なる広域化・集約化が困難であることから、引き続き現体制を維持していく。

熊本県一般廃棄物処理広域化計画

○

確認した都道府県の
広域化・集約化計画の名称

実施済の場合

実施しない（予定）地域

プラ要件化対象事業の実施

備考

実施予定の場合

人吉市（全域）、錦町（全域）、多良木町（全域）、湯前町（全域）、水上村
（全域）、相良村（全域）、五木村（全域）、山江村（全域）、球磨村（全
域）、あさぎり町（全域）

令和15年度

①日本容器包装リサイクル協会への委託（プラ法32条のルート）
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ウ．対象地域における一般廃棄物処理有料化の状況

エ．対象地域における災害廃棄物処理計画の策定状況

いずれの構成市町村も、上記災害廃棄物処理計画において仮置場候補地の選
定、運営管理等が設定されている。

人吉市（人吉市災害廃棄物処理計画）、錦町（錦町災害廃棄物処理計画）、多
良木町（多良木町災害廃棄物処理計画）、湯前町（湯前町災害廃棄物処理計
画）、水上村（水上村災害廃棄物処理計画）、相良村（相良村災害廃棄物処理
計画）、五木村（五木村災害廃棄物処理計画）、山江村（山江村災害廃棄物処
理計画）、球磨村（球磨村災害廃棄物処理計画）、あさぎり町（あさぎり町災
害廃棄物処理計画）

①構成市全てで策定済

②一部の構成市町村で導入済

錦町、多良木町、湯前町、水上村、相良村、五木村、山江村、球磨村、あさぎ
り町

未導入の構成町村では、料金徴収方法、処理手数料等を検討し、新施設稼働ま
でに有料化を導入する計画である。

未導入の構成市町村名

有料化導入に向けた検討状
況

※全ての構成市町村で導入
済の場合は記載不要

有料化導入状況

上記が④の場合、その詳細

未策定の構成市（策定予定時期）

備考

策定状況

策定済の構成市（計画の名称）
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２　循環型社会形成推進のための現状と目標（一般廃棄物の処理）
（１）一般廃棄物の処理の現状と目標（全域）

現状 目標

令和5年度 令和12年度 現状比

79,111 74,991 -5.2%

6,631 5,843 -11.9%

17,631 16,108 -8.6%

525 501 -4.6%

　その他排出量（トン） 248 182 -26.6%

　⑤総排出量（トン） 24,510 22,133 -9.7%

846 809 -4.4%

　再生利用量 5,758 5,273 -8.4%

23% 24%

　最終処分量 530 503 -5.1%

2% 2%

　エネルギー回収量 　年間の発電電力量（MWH） 0 0

　年間の熱利用量（GJ） 4,044 3,497

特記事項

　①総人口（人）

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、表１のとおり目
標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。

　表１　減量化、再生利用に関する現状と目標

　排出量

　②事業系ごみ排出量（トン）

　③生活系ごみ排出量（トン）

　④1人1日当たりのごみ排出量（ｇ/人日）

　⑥1人1日当たりの排出量（ｇ/人日）

　⑦総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　⑧埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

・その他排出量には集団回収量を含む。
・年間の熱利用量について、人吉球磨クリーンプラザの焼却施設では温水の場内利用を
行っているが、実績値がないため、設備仕様書等を用いて推定した。

※　別添資料として①～⑧に関する過去及び将来推計のトレンドグラフを添付する。

≪用語の定義≫　下記のとおり表１で用いる用語の定義を行う。

②③排出量：対象地域において出されたごみの量（資源含む。集団回収されたごみを除く）〔単位：トン〕
　　　　　　※事業系・生活系それぞれで記載。

④1人1日当たりのごみ排出量：（生活系ごみ排出量－生活系資源ごみの量）*10^6/総人口/年間日数〔単位：
ｇ/人日〕

その他排出量：②、③に該当しない排出量〔単位：トン〕

⑤総排出量：②＋③＋⑤の和〔単位：トン〕

⑥1人1日当たりの排出量：⑤*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ/人日〕

⑦総資源化量：事業系の資源ごみ量＋生活系の資源ごみの量＋集団回収量等の和〔単位：トン〕

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕及び熱利用量〔単位

⑧最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕
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予測・目標における数値のうち、②③④が増加予測となるものがある場合はその理由を記載

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容
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（２）一般廃棄物の処理の現状と目標のフロー図（全域）

令和5年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

24,510 t
リサイクル率

23.5%

処理残さ量

3,086 t
排出量 計画処理 12.7%

24,262 t
100.0% 減量化量

18,221 t
自家処理量 75.1% 最終処分量

530 t
2.2%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

令和12年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

22,133 t
リサイクル率

23.8%

処理残さ量

2,750 t
排出量 計画処理 12.5%

21,951 t
100.0% 減量化量

16,356 t
自家処理量 74.5% 最終処分量

0 t 503 t
2.3%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

現状の一般廃棄物の処理状況フロー

248 t 5,758 t

直接資源化量 処理後再生利用量

2,954 t

24,262 t
21,307 t 530 t
87.8% 2.2%

2,556 t
12.2% 10.5%

中間処理量 処理後最終処分量

直接最終処分量

0 t
0 t
0.0%

目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー

182 t 5,273 t

直接資源化量 処理後再生利用量

2,845 t 2,247 t
13.0% 10.2%

中間処理量

直接最終処分量

0 t
0.0%

処理後最終処分量

21,951 t
19,106 t 503 t
87.0% 2.3%
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（３）各構成市町村の一般廃棄物の処理の現状と目標

現状

令和5年度 令和12年度 現状比

3,842 3,371 -12.3%

7,340 6,983 -4.9%

143 112 -21.7%

11,325 10,466 -7.6%

2,628 2,456 -6.5%

23% 23%

244 237 -2.9%

2% 2%

現状

令和5年度 令和12年度 現状比

707 688 -2.7%

2,027 1,753 -13.5%

83 43 -48.2%

2,817 2,484 -11.8%

627 503 -19.8%

22% 20%

60 56 -6.7%

2% 2%

現状

令和5年度 令和12年度 現状比

588 491 -16.5%

1,874 1,622 -13.4%

0 0 0

2,462 2,113 -14.2%

617 549 -11.0%

25% 26%

54 48 -11.1%

2% 2%

人吉市
目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

錦町
目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

多良木町
目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）
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現状

令和5年度 令和12年度 現状比

201 170 -15.4%

758 653 -13.9%

0 0 0

959 823 -14.2%

234 203 -13.2%

24% 25%

21 19 -9.5%

2% 2%

現状

令和5年度 令和12年度 現状比

67 63 -6.0%

371 319 -14.0%

0 0 0

438 382 -12.8%

106 97 -8.5%

24% 25%

10 9 -10.0%

2% 2%

現状

令和5年度 令和12年度 現状比

152 127 -16.4%

815 698 -14.4%

10 11 10.0%

977 836 -14.4%

183 159 -13.1%

19% 19%

21 19 -9.5%

2% 2%

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

湯前町
目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

水上村
目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

相良村
目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

- 8 -



現状

令和5年度 令和12年度 現状比

8 7 -12.5%

240 191 -20.4%

0 0 0

248 198 -20.2%

67 55 -17.9%

27% 28%

5 5 0.0%

2% 3%

現状

令和5年度 令和12年度 現状比

109 102 -6.4%

645 610 -5.4%

0 0 0

754 712 -5.6%

159 149 -6.3%

21% 21%

16 16 0.0%

2% 2%

現状

令和5年度 令和12年度 現状比

68 33 -51.5%

519 467 -10.0%

0 0 0

587 500 -14.8%

111 100 -9.9%

19% 20%

13 11 -15.4%

2% 2%

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

五木村
目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

山江村
目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

球磨村
目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）
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現状

令和5年度 令和12年度 現状比

887 791 -10.8%

3,043 2,812 -7.6%

11 16 45.5%

3,941 3,619 -8.2%

1,026 1,002 -2.3%

26% 28%

86 83 -3.5%

2% 2%

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

あさぎり町
目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）
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（１）処理体制

（２）処理施設等の整備

３　目標達成に向けた施策（一般廃棄物の処理）

　今後とも生活系ごみの分別区分に準じ、生活系ごみの処理に影響が出ない範囲で、自己搬入または許
可業者により搬入されたものを処理する。なお、事業者に対しては、ごみの分別徹底の指導のほか、搬
入時の監視を強化する。

現行施設の老朽化、プラスチック資源の受入設備の導入のため、表３のとおり必要な施設を整備し、表
４のとおり計画支援事業等を行う。また、参考として現有施設の一覧を表５で示す。

　　ア．生活系ごみの処理体制の現状と今後

　分別区分及び処理方法については、表２のとおりである。
　現状、可燃ごみは、人吉球磨クリーンプラザで焼却処理しており、処理の過程で発生する焼却灰、飛
灰はセメント原料化、山元還元により資源化を行っている。また、錦町、多良木町、あさぎり町の3町で
は、町独自に生ごみを処理しごみの減量化を図っている。
　不燃ごみ、粗大ごみは、人吉球磨クリーンプラザ（リサイクル棟）で破砕・選別処理した後、資源物
を回収するとともに、可燃残渣を人吉球磨クリーンプラザで焼却処理し、不燃残渣を人吉球磨クリーン
プラザ処分場で埋立処分している。また、錦町、あさぎり町の2町では、町独自に不燃ごみの一部を処理
している。
　資源ごみは、人吉球磨クリーンプラザ（リサイクル棟）、免田リサイクルステーションで、選別・圧
縮・梱包により資源化を行っている。また、人吉市、錦町、多良木町、山江村、あさぎり町の1市3町1村
では、古紙等を資源回収業者へ直接引き渡すことによる資源化も行っている。さらに錦町、多良木町、
あさぎり町の3町では、プラスチック製容器包装を分別収集し、直接収集業者へ引き渡すことによる資源
化も行っている。
　今後、上記ごみ処理施設の老朽化に伴い、令和15年度稼働開始に向け新たなごみ処理施設の建設を予
定している。構成市町村は、10市町村のうち9市町村が過疎地域に該当するものの、リサイクル率の向
上、焼却処理量の削減を目的に、プラスチック資源の回収を計画している。
　また、市町村独自で行っている資源化事業（生ごみの堆肥化や、古紙等における資源回収業者への直
接引き渡し）は、今後も継続して実施する計画である。
　これに加えて、ごみ処理の有料化を実施してない町村においては、さらなる減量化に向け、有料化の
導入を検討する。

　　ウ ．一般廃棄物処理施設であわせて処理する産業廃棄物の現状と今後

　　イ．事業系ごみの処理体制の現状と今後 
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表２　各市町村の生活系ごみの分別区分と処理方法の現状と今後

分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 一次処理 二次処理

可燃ごみ 焼却 人吉球磨CP 可燃ごみ 焼却 人吉球磨CP 可燃ごみ 焼却 人吉球磨CP 可燃ごみ 焼却 人吉球磨CP 可燃ごみ 焼却 人吉球磨CP 可燃ごみ 焼却 人吉球磨CP 可燃ごみ 焼却 人吉球磨CP 可燃ごみ 焼却 人吉球磨CP 可燃ごみ 焼却 人吉球磨CP 可燃ごみ 焼却 人吉球磨CP 可燃ごみ 焼却 人吉球磨CP
人吉球磨CP
最終処分場

生ごみ
生物処理、
焼却

委託、人吉
球磨CP

生ごみ
堆肥化、焼
却

多良木町堆
肥セン
ター、人吉
球磨CP

生ごみ
堆肥化、焼
却

あさぎり町
有機セン
ター、人吉
球磨CP

生ごみ(錦
町、多良木
町、あさぎ
り町)

堆肥化 焼却

多良木町堆
肥セン
ター、あさ
ぎり町有機
センター、
委託

人吉球磨CP

プラスチッ
ク資源（人
吉市）

再商品化 委託

不燃ごみ 不燃ごみ 不燃ごみ 不燃ごみ 不燃ごみ 不燃ごみ 不燃ごみ 不燃ごみ 不燃ごみ 不燃ごみ 不燃ごみ

粗大ごみ 粗大ごみ 粗大ごみ 粗大ごみ 粗大ごみ 粗大ごみ 粗大ごみ 粗大ごみ 粗大ごみ 粗大ごみ 粗大ごみ

スチール缶
売却または
委託

スチール缶
人吉球磨
CP、免田
RS、委託

スチール缶 委託 スチール缶 免田RS スチール缶 免田RS スチール缶 人吉球磨CP スチール缶 人吉球磨CP スチール缶 委託 スチール缶 人吉球磨CP スチール缶
免田RS、委
託

スチール缶
人吉球磨
CP、委託

アルミ缶
売却または
委託

アルミ缶
人吉球磨
CP、免田
RS、委託

アルミ缶 委託 アルミ缶 免田RS アルミ缶 免田RS アルミ缶 人吉球磨CP アルミ缶 人吉球磨CP アルミ缶 委託 アルミ缶 人吉球磨CP アルミ缶
免田RS、委
託

アルミ缶
人吉球磨
CP、委託

透明ガラス
びん

売却または
委託

透明ガラス
びん

人吉球磨
CP、免田
RS、委託

透明ガラス
びん

免田RS
透明ガラス
びん

免田RS
透明ガラス
びん

免田RS
透明ガラス
びん

人吉球磨CP
透明ガラス
びん

人吉球磨CP
透明ガラス
びん

人吉球磨CP
透明ガラス
びん

人吉球磨CP
透明ガラス
びん

免田RS
透明ガラス
びん

人吉球磨
CP、委託

茶色ガラス
びん

売却または
委託

茶色ガラス
びん

人吉球磨
CP、免田
RS、委託

茶色ガラス
びん

免田RS
茶色ガラス
びん

免田RS
茶色ガラス
びん

免田RS
茶色ガラス
びん

人吉球磨CP
茶色ガラス
びん

人吉球磨CP
茶色ガラス
びん

人吉球磨CP
茶色ガラス
びん

人吉球磨CP
茶色ガラス
びん

免田RS
茶色ガラス
びん

人吉球磨
CP、委託

その他のガ
ラスびん

売却または
委託

その他のガ
ラスびん

人吉球磨
CP、免田
RS、委託

その他のガ
ラスびん

免田RS
その他のガ
ラスびん

免田RS
その他のガ
ラスびん

免田RS
その他のガ
ラスびん

人吉球磨CP
その他のガ
ラスびん

人吉球磨CP
その他のガ
ラスびん

人吉球磨CP
その他のガ
ラスびん

人吉球磨CP
その他のガ
ラスびん

免田RS
その他のガ
ラスびん

人吉球磨
CP、委託

ペットボト
ル

売却または
委託

ペットボト
ル

人吉球磨
CP、免田
RS、委託

ペットボト
ル

人吉球磨CP
ペットボト
ル

免田RS
ペットボト
ル

免田RS
ペットボト
ル

人吉球磨CP
ペットボト
ル

人吉球磨CP
ペットボト
ル

人吉球磨CP
ペットボト
ル

人吉球磨CP
ペットボト
ル

免田RS、委
託

ペットボト
ル

人吉球磨
CP、委託

プラスチッ
ク製容器包
装

委託
プラスチッ
ク製容器包
装

委託

プラスチッ
ク製容器包
装(錦町、
多良木町、
あさぎり
町)

委託

白色トレイ
売却または
委託

白色トレイ 免田RS 白色トレイ 免田RS 白色トレイ 免田RS 白色トレイ 人吉球磨CP 白色トレイ 人吉球磨CP 白色トレイ 人吉球磨CP 白色トレイ 人吉球磨CP 白色トレイ 免田RS 白色トレイ
人吉球磨
CP、委託

その他の紙
製容器包装

売却または
委託

その他の紙
製容器包装

人吉球磨
CP、免田RS

雑紙・チラ
シ

委託
その他紙製
容器包装

免田RS
その他紙製
容器包装

免田RS
その他紙製
容器包装

人吉球磨CP
その他紙製
容器包装

人吉球磨CP
その他紙製
容器包装

人吉球磨CP
その他紙製
容器包装

人吉球磨CP
その他紙製
容器包装

免田RS、委
託

その他紙製
容器包装

人吉球磨
CP、委託

紙パック
売却または
委託

紙パック
人吉球磨
CP、免田
RS、委託

紙パック 免田RS 紙パック 免田RS 紙パック 人吉球磨CP 紙パック 人吉球磨CP 紙パック 人吉球磨CP 紙パック 人吉球磨CP 紙パック
免田RS、委
託

紙パック
人吉球磨
CP、委託

ダンボール
売却または
委託

ダンボール
人吉球磨
CP、免田
RS、委託

ダンボール 委託 ダンボール 免田RS ダンボール 免田RS ダンボール 人吉球磨CP ダンボール 人吉球磨CP ダンボール 人吉球磨CP ダンボール 人吉球磨CP ダンボール
免田RS、委
託

ダンボール
人吉球磨
CP、委託

新聞紙
売却または
委託

新聞紙
人吉球磨
CP、免田
RS、委託

新聞紙 委託 新聞紙 免田RS 新聞紙 免田RS 新聞紙 人吉球磨CP 新聞紙 人吉球磨CP 新聞紙 人吉球磨CP 新聞紙 人吉球磨CP 新聞紙
免田RS、委
託

新聞紙
人吉球磨
CP、委託

雑誌類
売却または
委託

雑誌類
人吉球磨
CP、免田
RS、委託

雑誌類 委託 雑誌類 免田RS 雑誌類 免田RS 雑誌類 人吉球磨CP 雑誌類 人吉球磨CP 雑誌類 人吉球磨CP 雑誌類 人吉球磨CP 雑誌類
免田RS、委
託

雑誌類
人吉球磨
CP、委託

布類
売却または
委託

布類
人吉球磨
CP、免田
RS、委託

有害ごみ 人吉球磨CP 布類 免田RS 布類 免田RS 布類 人吉球磨CP 布類 人吉球磨CP 布類 人吉球磨CP 布類 人吉球磨CP 布類
免田RS、委
託

布類
人吉球磨
CP、委託

金属類
売却または
委託

金属類
人吉球磨
CP、免田
RS、委託

有害ごみ 人吉球磨CP 有害ごみ 人吉球磨CP 金属類 人吉球磨CP 金属類 人吉球磨CP 有害ごみ 人吉球磨CP 金属類 人吉球磨CP 金属類
免田RS、委
託

金属類
人吉球磨
CP、委託

有害ごみ 人吉球磨CP 有害ごみ 人吉球磨CP 有害ごみ 人吉球磨CP 有害ごみ 人吉球磨CP 有害ごみ 人吉球磨CP 有害ごみ 人吉球磨CP 有害ごみ 人吉球磨CP

現　　　状（令和５年度）

リサイクル

今　　　後（令和12年度）

人吉市 錦町 多良木町 湯前町 水上村 相良村 五木村 処理施設等あさぎり町

人吉球磨
CP、人吉球
磨CP最終処
分場

山江村 球磨村
分別区分

破砕選別、
資源物回収
後、埋立

人吉球磨
CP、人吉球
磨CP最終処
分場

破砕選別、
資源物回収
後、埋立

破砕選別、
資源物回収
後、埋立

人吉球磨
CP、人吉球
磨CP最終処
分場

破砕選別、
資源物回収
後、埋立

人吉球磨
CP、委託、
人吉球磨CP
最終処分場

人吉球磨
CP、人吉球
磨CP最終処
分場

処理方法

破砕選別、
資源物回収
後、埋立

破砕選別、
資源物回収
後、埋立

人吉球磨
CP、委託、
人吉球磨CP
最終処分場

破砕選別、
資源物回収
後、埋立

人吉球磨
CP、人吉球
磨CP最終処
分場

破砕選別、
資源物回収
後、埋立

人吉球磨
CP、人吉球
磨CP最終処
分場

破砕選別、
資源物回収
後、埋立

リサイクル リサイクル

人吉球磨CP
最終処分場

リサイクル リサイクル

リサイクル

リサイクル リサイクル リサイクル

リサイクル

リサイクル

破砕選別、
資源物回収
後、埋立

人吉球磨
CP、人吉球
磨CP最終処
分場

破砕選別、
資源物回収
後、埋立

人吉球磨
CP、人吉球
磨CP最終処
分場

人吉球磨
CP、委託
（錦町、あ
さぎり町）
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表３－Ａ　マテリアルリサイクル推進等のための整備事業

事業番号 1

施設名称
新リサイクル施設

（仮）

事業主体
人吉球磨広域行政組

合

工種 新設工事

事業目的
（新設・改良等の理由）

現行施設の老朽化、
プラスチック資源の
受入設備の導入のた
め。

施設種別 リサイクルセンター

処理方式 破砕選別

処理能力（単位） 13(t/5h)

事業期間 R11～R14

竣工（事業完了）予定年月 R15.3

設置予定地
※検討中の場合は「未

定」

球磨郡あさぎり町免
田東

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水深0～3.0m

浸水対策
検討中（止水板の設
置、敷地の嵩上げな
ど）

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

国土強靭化地域計画
（計画の名称）

あさぎり町国土強靭
化地域計画
(次年度以降に変更予
定)

プラ要件化の
経過措置の適用

－

プラ施設整備事業 ○

CO2削減率
※改良事業の場合

－

スラグの利用計画
※灰溶融施設を整備する場合

－

ストック対象物
※ストックヤードを整備

する場合

プラスチック資源、
スチール缶,アルミ
缶,透明ガラスびん,
茶色ガラスびん,その
他のガラスびん,ペッ
トボトル,その他紙製
容器包装,紙パック,
ダンボール,新聞紙,
雑誌類,布類,金属
類、下級鉄、小型家
電、蛍光灯、乾電池
等

備考
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表３－Ｂ　エネルギー回収等のための整備事業

事業番号 2

施設名称 新焼却施設（仮）

事業主体
人吉球磨広域行政組

合

工種 新設工事

事業目的
（新設・改良等の理由）

現行施設の老朽化の
ため。

施設種別
ごみ焼却施設（エネ
ルギー回収あり）

型式及び処理方式 ストーカ式

処理能力（単位） 60(t/日)

事業期間 R11～R14

竣工（事業完了）予定年月 R15.3

設置予定地
※検討中の場合は「未

定」

球磨郡あさぎり町免
田東

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水深0～3.0m

浸水対策
検討中（止水板の設
置、敷地の嵩上げな
ど）

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

あさぎり町国土強靭
化地域計画

(次年度以降に変更予
定)

プラ要件化の経過措置 －

エネルギー回収率
※発電・熱回収がある

場合
未定

余熱利用の計画 －

外部供給における利活
用の概要

－

CO2削減率
※改良事業の場合

－

燃料の利用計画
※ごみ燃料化施設を整

備する場合
－

バイオガス熱利用率
※バイオガス化施設を

整備する場合
－

バイオガスの利用計画
※バイオガス化施設を

整備する場合
－

備考
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計画１人１日平均排出
量（g）

649g

計画収集人口（人） 72,870人

計画直接搬入量
（t/日）

0t/日

計画年間日平均処理量
（t/日）

47t/日 t/日 t/日 t/日 t/日

通知に基づく施設規模
（計画１人１日平均排出量×計画収集人口

＋計画直接搬入量）÷実稼働率

60t/日 t/日 t/日 t/日 t/日

災害廃棄物処理計画へ
の受入の記載有無

災害廃棄物処理量
（見込み％）

災害廃棄物処理量を見込
んだ通知に基づく施設規

模
60t/日 t/日 t/日 t/日 t/日

適切な施設規模よりも大
きいまたは小さい施設規

模で整備する場合

備考

エネルギー回収のありなしに関わらず、焼却施設を環境省所管の交付金等を活用し、整備する場合は下記を記載
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表４　施設整備に関する計画支援事業等

事業番号 ①

関連する本体事業の番
号

1,2

事業名
施設整備に関する計

画支援事業

事業主体
人吉球磨広域行政組

合

事業目的

エネルギー回収型廃
棄物処理施設、及び
リサイクル施設整備

工事のため

事業概要

測量
地質調査
地歴調査

土壌汚染表層調査
土壌汚染深度調査
土壌汚染対策設計

造成設計
生活環境影響調査
施設整備基本計画

PFI事業導入可能性調
査

基本設計

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

プラ要件の経過措置 －

プラ施設整備事業 ○

備考

- 16 -



表５　現有施設一覧

施設種別 焼却施設 粗大ごみ処理施設 保管施設

施設名
人吉球磨クリーン
プラザごみ焼却施

設

人吉球磨クリーン
プラザリサイクル

工場棟

免田リサイクルス
テーション

施設所有主体
人吉球磨広域行政

組合
人吉球磨広域行政

組合
人吉球磨広域行政

組合

型式及び処理方式 ストーカ式 破砕選別 選別

処理能力（単位） 90(t/日) 50(t/5h) 4.5(t/日)

エネルギー回収の有無 有 無 無

竣工年月 平成14年11月 平成14年11月 平成6年3月

廃止又は休止（予定）年月 令和15年3月 令和15年3月 令和8年3月

施設所在地
人吉市赤池水無町
１２６９番地１

人吉市赤池水無町
１２６９番地１

球磨郡あさぎり町
免田東３２４３番

地

想定される浸水深 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ

浸水対策

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件

関連性・連続性の
解体

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月

未定

完了（予定）年月 未定

関連する新設事業番号
※表３の事業番号

2 1

備考
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（１）地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく

６　関連するその他の施策

　　ア　ごみ減量・リサイクル促進のための施策内容

（市町村）
○家庭用生ごみ処理容器等の購入補助制度を実施している市町村は今後も継続し、実施していない市町
村においては制度の導入を検討する。
○家庭でできる生ごみ処理や水切りの徹底などについて普及啓発に努める。
○ごみ資源の再利用、ごみの減量化及びその意識向上を促進するため、資源ごみの集団回収実施団体に
対する助成金交付の支援制度を継続する。
○実施していない市町村においては、本制度の導入を検討する。
○一部の市町村では生ごみの分別収集事業が実施されているが、未実施の市町村においても、今後の再
資源化の状況に応じて生ごみの分別収集を検討し、資源回収量の維持・増加に努める。

（組合）
○引き続き、3010（サンマルイチマル）食べ切る運動により、食品ロス削減推進に取り組む。
○食品残渣が多量に発生する食品関連事業者に対しては、その量に応じて「食品リサイクル法」により
リサイクルが義務づけられているところであるが、法対象外の事業者に対しても生ごみ処理の事例を紹
介するなど、事業者独自のリサイクルが行えるよう、情報提供や普及啓発を推進する。
○不燃ごみ・粗大ごみについては、現在、本組合のリサイクル工場棟で金属類の回収を行っており、今
後も施設での資源回収に努める。

　　イ　プラスチック資源に関する施策内容

（市町村）
○プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律（以下「プラスチック資源循環法」という。）に
基づき、全ての構成市町村においてプラスチック資源の分別収集の体制構築を検討する。

（組合）
〇プラスチック資源について、構成市町村で回収されたものや直接搬入の受入体制の構築を検討する。
〇プラスチック資源の再商品化について、検討を行う。

（市町村）
〇ごみ処理手数料有料化を導入していない構成町村では、料金徴収方法、処理手数料等を検討し、新施
設稼働までに有料化を導入する。

（組合）
〇生活系直接搬入ごみ量及び事業系ごみ量の動向を見ながら、必要に応じて直接搬入ごみの処理手数料
の見直し等の対策を検討する。

　　ウ　ごみ処理手数料有料化の実施内容
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　　カ　災害時の廃棄物処理に関する事項

　　オ　事業系ごみに関する施策内容

（市町村）
〇紙ごみを多く排出する事業者に対しては、共同で回収業者に持ち込むか回収してもらうなど、古紙回
収等の推進について要請していく。

（組合）
〇ごみ処理施設において事業系ごみの搬入時に資源ごみや不適物の混入がある場合は分別排出の徹底な
ど、適切な排出の指導を行う。

　　エ　リチウム蓄電池に関する対策

（市町村）
〇火災事故等を未然に防止するため、リチウム蓄電池の適正な排出方法等について、周知啓発を積極的
に実施する。

（市町村）
〇災害廃棄物処理計画は全ての構成市町村で策定されており、本計画に基づく取り組みを推進してい
く。

（組合）
〇稼働予定の新施設においては、災害に強い廃棄物処理システムの構築を検討する。
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（１）計画のフォローアップ

（２）事後評価及び計画の見直し

７　計画のフォローアップと事後評価

　本地域では、毎年計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、必要に応じて、熊本県及
び国と意見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案し、計画の見直しを行う。

　計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速やかに計画の事後評
価、目標達成状況の評価を行う。
　また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させるものとする。
　なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直すものとする。
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添付資料１ 対象地域図及び施設位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考）1.地図上の網掛けは対象地域を示す。 

    2.人吉球磨クリーンプラザは、ごみ焼却施設、リサイクル施設、最終処分場を併設している。 

 

図 対象地域図及び施設位置 
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添付資料２ ハザードマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 免田リサイクルステーション及び新施設（R15 稼働予定）の 

周辺における洪水浸水想定区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 人吉球磨クリーンプラザ周辺における洪水浸水想定区域 
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